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株式市場の動き

 先週の日本株式市場（日経平均株価）は、前週末
比で小幅に下落となりました。前週末の米株式相
場が下落した流れを受けて下落してスタートし、
週初から2営業日連続で2万円を割り込みました。
週央は米国株の上昇や好調な4－6月の日本企業の
決算を受けて小幅に上昇したものの、週末は、前
日の米ハイテク株の下落等を受けて、3営業日ぶ
りに2万円を下回りました。（週末引け値：
19,959.84円）

 週間では、日経平均株価は0.70％の下落、東証株
価指数は0.54％の下落でした。

（1）日本の株式・債券市場
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週間市場レポート
（2017年7月24日～7月28日）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

債券市場の動き

 先週の日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比
で概ね横ばいとなりました。週初は前週末の欧米債
券高を受けて国内債にも買いが入った一方、持ち高
調整の売りが出たため、利回りは横ばいとなりまし
た。27日（木）は、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭ
Ｃ）の結果を受けた米利上げ観測の後退から低下し
たものの、週末は翌週に10年国債入札を控え、買い
控えられたことから利回りは前日比で上昇しました。
（週末引け値：0.076％）

 週間では、0.009％の上昇となりました。

（審査確認番号H29-TB188）

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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市場の動き

 先週の米国株式市場（ＮＹダウ）は、前週末比で上
昇となりました。トランプ政権を巡る不透明感によ
り弱含む場面もあったものの、大手企業の好調な決
算や原油高等を受けて週を通じて上昇基調となりま
した。週末は、企業決算発表や北朝鮮のミサイル発
射報道等を受けて一進一退となり、前日比ではほぼ
変わらずとなりました。（週末引け値：21,830.31
ドル）

 週間ではNYダウは1.16％の上昇となりました。

（2）米国の株式市場

（3）外国為替市場

市場の動き

 先週の米ドル/円相場は、前週末比で円高/米ドル安
となりました。25日～26日にＦＯＭＣの開催を控
え、週初は様子見ムードが高まりました。米国の利
上げが緩やかなペースで進むとの観測が改めて強ま
ると、円買い/米ドル売りが進行しました。週末も、
日米金利差の縮小観測や日経平均の下落により円買
い/米ドル売りが優勢となりました。（週末引け
値：110円60銭～70銭）

 週間では米ドル/円は0.40％の円高、ユーロ/円は
0.32％の円安となりました。

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成

出所：ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネ
ジメントが作成
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